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近畿大学法学部卒業。昭和59年に金沢国税局採用。 大阪国税局な
どでの勤務を経て平成25年に辞職。税理士事務所所長、北陸税理
士会理事、㈱七尾クリエイト代表取締役を歴任。

11月9日に初登庁。市長の椅子に座り「身が引
き締まる思い」と話しました。

就任式では市民に寄り添う姿勢で取り組むよう職員
に向けて訓示し、市長としてスタートを切りました。
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。
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れ
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石崎町

竹内　郁代さん（62歳）
現 救護施設「七尾更生園」支援員

伊久留町

池江　一夫さん（72歳）
元 警部

和倉町ひばり

多田　計介さん（69歳）
現 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会会長
現 ゆけむりの宿 美湾荘社長

中島町河崎

福村　明人さん（72歳）
元 警部補

能登島二穴町

一瀬　重之さん（72歳）
元 七尾鹿島広域圏事務組合消防司令

秋の叙勲・
褒章受章者

長年にわたりそれぞれの分野で
尽力された方々が、栄誉に輝か
れました。


